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2021年度 衣川台自治会・自主防災部総会報告

去る3月21日（日）南自治会館に於いて、 2021年度衣川台自治会・自主防災部の総会が
行われました。
議長、2018年度自治会長 須藤 靖氏のもと、事業報告・会計報告・役員選任・事業計画・会
計予算などが議案書に基づき、報告され、質疑応答および決議が執り行われました。160件の委
任状をもって、すべての議案が原案通り承認されました。

組織 組 氏名

自治会長 三村泰弘

西井和歌子

井内　裕

中村修三

会計 東　悠里

会計監査 山岡雅子

6 田中志保

5 吉田利子

15 石原正宏

4A 鷲尾朝乃

【北会館】 2 小堀佳代

【南会館】 1 村井良寛

10 古澤弘信

4B 伊勢昌史

14 前川　大

11 小野富造

8 尻江政孝

3 渡邊康人

7 森　晶美

9 辰巳真左子

12 林　順子

13 園江　洋

総務部

衣川台だより等広報担当

広報等・掲示板・回覧板

印刷機管理

自治会館管理担当

環境整備（ゴミ衛生,公園,街灯, カー

ブミラー管理・防犯担当）
環境保全部

文化体育事

業部
体育文化活動担当

2021年度 衣川台自治会 自治会役員

役割

自治会事務総括・防災部部長

副会長

環境保全部長・防災部副部長

総務部長・防災部情報班副班長

文化体育事業部長・防災部給食給水班副班長

経理（予算・会計）担当

経理監査
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自治会長 三村 泰弘(４A組)

皆様初めまして。堀内前会長よりバトンを受け継ぐことになりました、
4Aの三村 泰弘です。
衣川台へは2002年11月頃から入居、19年が経ちます。1回目の役
員で母が印刷機管理で大変お世話になりました。2回目の役員は自
治会長という責任ある仕事を引受けさせていただき、未熟な点が多々
あることは自分でも承知しておりますが、皆様からのお力添えをいただき
ながら、精一杯頑張りたいと考えておりますので、どうぞ宜しくお願い申
し上げます。

新役員ご挨拶

会計 東 悠里(1組)

今年度会計を務めさせて頂きます1組の東悠里と申します。
突然ですが、私は滋賀が大好きです。出身が兵庫で、大阪、京都と
移り住みましたが、山々と琵琶湖に囲まれ環境も良く、子育てしやすく、
人柄も良い滋賀は本当に素晴らしい所だと思います。
そんな皆様の街を管理する会計の務めをしっかりしながら、今後の役員
の方の負担を少しでも軽減出来る様記録を残し、必要ない所は簡素
化出来る様にも務めて参りたいと思います。宜しくお願い致します。

環境保全部長 西井 和歌子(４B組)

衣川台の皆様 こんにちわ。
今年度、環境保全部長及び自治会副会長に就任をしました4B組
の西井と申します。
重責ある役職を任され、大変恐縮ではございますが、少しでも衣川
台の発展繁栄に貢献できれば幸いです。
昨年から新型コロナウイルスの影響により、厳しい社会情勢が続いて
おりますが、自治会としましても感染防止対策を徹底しながら、可能
な限り通年行事や課題に、取り組んで参る所存です。
まだまだ未熟で至らない点等も多々あるかと思いますが、精一杯役
割を果たしたいと考えております。
皆様からのご支援ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。



⽂化体育部長 中村 修三（８組）

この度、⽂化体育部長を務めさせて頂くことになりました。衣川台には昭和

53年からお世話になっております。あのころは二十歳代の独身で、ほんの腰

掛のつもりで引っ越してまいりました。まさか、43年も住むことになるとは思い

ませんでしたが、これもひとえに衣川台の住環境の良さ、住民の方々の優し

さの賜物と感謝しています。もちろん最初は新しい街として数件の建物が

建っているだけの中でスタートし、魅力のある衣川台づくりに長年努力されて

きた自治会諸先輩の姿もみて参りました。

一方最近は住民の高齢化，自治会員の減少，空き家の増加等自治会

自体の衰退が進む中、役員業務の負担軽減が試行されています。特に昨

年は、新型コロナ感染拡大のため⽂化体育事業はそのほとんどが中止とな

り、今年も収まる気配が見えてきません。2年間も自粛が続くと本当にストレ

スがたまります。この様な状況の中で住民の方々に⽂化体育行事を楽しん

で頂くためには、自分たちが出来る感染防止対策を考えて、実施できる事

業の実施及び参加方法を検討して行きたいと思っています。当然、状況に

よっては中止又は不参加を決定する場合もあるかと思いますが、その場合

はどうぞご理解ください。

皆さまのご協力いただきながら、一年がんばりたいと思いますので、よろしくお

願いします。

衣川台だより5月号（3）

総務部長 井内 裕（15組）

衣川台の皆様、新型コロナウィルスの変異株が猛威をふるう中、いかが

お過ごしでしょうか。本年度、総務部長を務めさせていただきます井内で

す。皆様とは、自主防災部の方々を除き、夏祭りの準備や防災訓練く

らいしか接することもなく30年以上過ごしてきました。「気持ちの良いあい

さつの出来る、皆が顔見知りの街 衣川台」という今年度の重要取組

事項と反する生活をしてきたわけですが、折角のチャンスですから、少し

でも顔を知っていただけたらと期待しております。とはいえ、マスク越しです

が・・・。

技術畑ひとすじでしたので、総務部長という大役は荷が重すぎたかと思

いつつ、皆様の協力を仰ぎ、なんとか一年を実りあるものにしたいと考え

ております。よろしくお願いします。
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地震について思うこと 衣川台自主防災部

衣川台自主防災部は、平成15年に衣川台自治会によって設立されました。
その後、平成17年に組織改革が行われ、自治会役員と有志が一体となった組織になり現在に
至っています。2021年度の人員は67名、それ以外に自治会組長・前年度組長32名、グループ
リーダー59名（重複含む）が住民の安否確認の役割を担っています。
長年にわたり衣川台の自主防災活動を支えていただいている皆様に御礼を申し上げるとともに、今
後も一層の協力と支援をお願い致します。
「災害は忘れた頃にやってくる」と言われます。阪神淡路大震災や東日本大震災、熊本地震など
最近の大きな地震は、そんな大きな地震が自分のところで起こるとは思っていなかったことでしょう。し
かし、大きな地震はいつどこで起こるかわからないし、むしろ起こったことがない場所で起こると考えな
ければなりません。
今、日本全体が大きな地震の活動期に入っていると言われます。日本列島が北から、東から、南か
ら巨大なプレートの力で押されており、日本列島の地下には大きな歪が溜まっているからです。

地震の怖さを忘れないためには、過去の地震を知ることが大切です。近畿地方で大きな被害があっ
た過去の地震を紹介します。

1925年：北但馬地震（豊岡、城崎）、旧基準最大震度、死者428（家屋倒壊、火災）

1946年：昭和南海地震（南海トラフ/和歌山、徳島）、M8.0、死者1,443（津波）

1948年：福井地震、M7.1、震度6、死者3,800（家屋倒壊、火災）

1995年：兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）、M7.3、震度7、死者6,400（圧死）

2018年：大阪府北部地震、M6.1、震度6弱、死者6

私たちが覚えているのは、精々1995年の阪神淡路大震災以降です。それほどに過去の地震のこと
など知らないでいるから、「忘れた頃にやってくる」わけです。
衣川台のすぐ東側、湖西線と交差して南に延びる堅田断層が3～5mも動いた地震があったことを
紹介します。時は936年前の1185年（元暦二年、⽂治元年）、⽂治地震という大きな地震が
ありました。この時、琵琶湖の水が北に流れ、湖岸が干上がり、田んぼには大きな亀裂が入って池に
なり、三井寺の金堂廻廊が転倒したという記録があります。震源域は、琵琶湖西岸断層帯南部説
と南海トラフ説があって、特定できていませんが、マグニチュード7.4クラスと推定されています。

次頁へ



衣川台だより5月号（5）

⽂治地震の被害状況は有名な鴨長明の随筆「方丈記」にも書かれていて、地震だけでなく火災や
飢饉、台風、などに見舞われた当時の京都の様子が克明に書かれています。
日頃からの地震への備えはもちろん、地震が起こった時どうするかという心の備えが大切です。一に
身の安全を守る、二に隣近所で安否を確かめ合う、そして何かあったら隣近所で助け合う。これをい
つも心に留めていただくようお願いします。
南海トラフ地震は今後30年以内に70～80%の確率で起こると予想されており、琵琶湖西岸断
層帯南部が今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率は26％～100%と予想され
ています。

＜参考＞
↓
全国地震動予測地図2020年版 滋賀県南部（濃紫が震度6弱以上/確率26%～100％）

筆頭副部長・防災士 田村修二(７組)
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衣川台老人クラブ【みどり会】の思い

令和３年度がスタートしましたが、関西圏で変異株を含む新型コロナウイルスの勢いが止まりません。
４月からの活動を考えていましたが６月まで中止しました。コロナワクチン接種が予定通り進捗してく
れることを願うばかりです。さて、今年の活動概要をご紹介します。

１．会員紹介

・会員数は昨年度から４名減になりました。
・高齢化が進んでいます。

２．役員紹介（全員留任）

３．活動方針
△のんびり楽しく・運動・食事・脳トレをモットーに次のように計画しています。

（１）生活を豊かにする楽しい活動
・運動（グランドゴルフや体力測定など）、食事（コロナが早く収束し食事がしたいですね）、
脳トレ（講座いろいろ開催）で健康寿命を延ばしましょう。

（２）地域を豊かにする社会活動
・夏祭り（地蔵盆）、社会奉仕の日、防災訓練など自治会傘下団体の皆様と一緒になって衣川
台を安全安心な住みよい町にしましょう。

□会員以外の皆様にもお知らせしますので【ふれあいサロン】にご参加ください。お待ちしています。

田村 重喜（11組）

会員数 男 女 計 

１８名 １６名 ３４名 

平均年齢 ８２．６歳 ８５．６歳 ８３．９歳 

 

役職 氏 名 役職 氏 名 

会長 田村 重喜 顧問 山口 信治 

副会長 岡田 緋沙子 幹事 山根 正典 

女性部長 走邊 春子 幹事 川本 善子 

会計・事務 田中 正彦 幹事 岡田 融 

会計監査 安部 保 幹事 伊藤 雅規 

 

自治会協力団体のご紹介
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オカリナクラブ 雑役係 加藤詔三(8組)

新しい会が、うぶ声を上げます。

オカリナ＝小さな鵞鳥
イタリア語 日本語

4月18日(日)11時から南自治会館で各サークル代表と私9名にてオカリナクラブ主旨説明
会をさしていただきました。

最後にオカリナクラブ師範のオカリナ生演奏を聞いていただき出陣式終了。

今コロナ禍の中で、練習も会員集めもできない環境ではありますが、逆に今だから出来ること
をコロナ感染防止を大前提に一歩一歩すすめてまいります。

《オカリナクラブの理念》

近江商人の三方良し(自分良し、相手良し、世間良し)を根底に、不揃いだけど心に残る
音楽をこれで地域活性化を目指します。

興味のない方、音楽に全く理解のない方、多忙な方、人生に夢も希望もない方、一緒に
人生を謳歌しませんか！

いざ、出陣

子ども会

今年度、子ども会会長を務めます4Bの伊勢と申します。
日頃より子ども達を温かく見守って下さりありがとうございます。
さて、昨年度はコロナウィルスの感染拡大により、行事を中止せざるを得ない状況が続きました。
今年度も感染状況を注視しながらの活動になると思われます。
しかしながら、このような状況にあるからこそ、子ども達が少しでも明るくなれるような子ども会活動にし
ていきたいと考えております。
一年間精一杯務めますので、今後ともお力添えを頂きますよう、宜しくお願い致します。

会長 伊勢万希子（4B組）
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衣川台いきいき百歳体操

90歳を超えても、体力を付けることができます。
「年を取ると誰もが体力が弱って、介護が必要になる」と思ってませんか❔

O応援事業 大津市より、リハビリ専門職員が指導
百歳体操 DVDを見ながら30分。口腔体操15分
日時 ４月より毎月 水曜日３回 午後2時～3時
場所 南自治会館
＜三密をさけて、マスク着用＞
家庭で楽しく、健康寿命を延ばそう

山根 正典（11組）

ピアノ会

今年4月から3年目に入りました。
現在会員は4名で、練習は月2回、基本的には第2・4金曜日(14時～16時)に行っています。
「らくらくピアノ」教室から講師に来ていただき、指の運び方、音階の練習、聴音等、楽譜の読めな
い全くの初心者でも基礎から丁寧にわかりやすく指導して頂いております。
「目」で楽譜を追いながら「耳」で音色、高さ、リズムを確かめ、「右手と左手」は違う動きをするの
で脳の活性化に非常に効果があると言われています。
それを期待して好きな曲をマイペースで楽しみながら練習しています。
興味のおありの方、見学にいらしてください。
一緒に楽しみませんか？

坂田いとよ(10組)
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サークル寺子屋

こんにちは、サークル寺子屋です。今年度もよろしくお願いいたします。
今回はスタッフからの『つぶやき』をお届けします。

2組：中村圭子
昨年に引き続き新型コロナウィルス禍ですが、早くワクチンを接種をし、また皆様が交流できる場が作
れればと思います。

11組：藤原美代
いろんな年代の人がお知り合いになることができるといいな、と思っています。ほど良い距離感を持って
お知り合いをたくさん作りたいと思っています。
今の状況で何ができるかと考えるととても難しいですけど、落ち着いたあかつきにはカフェ&パブをしたい
ですね。

2組：須藤洋子
コロナの影響で、自治会や寺子屋の行事が次々と自粛となり、寂しく感じていましたが、発見もあり
ました。
3月から犬を飼い始め、散歩が日課となったのですが、散歩の途中、たくさんの方に声をかけていただ
いています。行事は自粛となりましたが、今までの行事で知り合った方との繋がりがこんなにたくさん
あったんだなあ、と嬉しく感じています。

9組：星川弘美
改めて人との繋がりの大切さをひしひしと感じております。
自治会やサークル活動を通して顔見知りになった方々と声を掛け合う…
こんな時だからこそ大切なんでしょうね。

これからどの様に活動できるのか未定ですが、人と人との繋がりの架け橋になるような、そんなサークル
でありたいと思います。

星川 弘美 （9組）
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入 会 の 歓 迎

チョット気分転換に！
自分のできることをできる範囲で！
無理せずに！

が合い言葉です。
衣川台南公園（月に１回）と史跡衣川廃寺跡（年間３回）の除草清掃を中心とした環境美
化活動に今年度は２９人のメンバーでスタートしました。
コロナ禍の影響により三密を避けるため、以前と比較して外出する機会が少なくなってきたのではな
いでしょうか。
このようなとき、たまには気分転換をと思っている方やボランティア活動に関心をお持ちの方、若い方、
高齢の方、男女は問いません。
仲間に加わってください。
少しでも関心のある方は近くのスタッフまでご連絡ください。お待ちしています。

（世話人）
原田隆司（７組）、田村修二（７組）、前田 満（９組）、岡田 融（１０組）
古澤弘信（１０組）、山根正典（１１組）、田中正彦（１１組）
石塚泰洋（１３組）

衣川台オアシス公園愛護会
代表世話人 石塚 泰洋

次頁へ
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淡紫色の花穂を垂れる藤
４月度の衣川台南公園清掃作業（令和３年４月２４日）

衣川台南公園の法面・側溝も大掃除
（令和２年１１月２１日）
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フレンズK (衣川台ウオーキングサークル)

親睦と体力つくりを兼ねて、衣川台の同好の方たちと定例的に「ウオーキング」を楽しんでいるサーク
ルです。
「ウオーク」を訳すと、歩行する‣散歩するとなります。 ただ日常生活の歩きや散歩と異なり「健康
のため」という目的を持って行う歩きを「ウオーキング」と区別されます。 ウオーキングは必要な道具や
環境を必要とせず、「いつでも」「どこでも」「誰でも」行うことが出来る、最も手軽な運動として重宝さ
れ注目されています。

ウオーキングは、体脂肪燃焼効果が高いため、有酸素運動の代表的として挙げられて、高い人気
があります。 習慣的なウオーキングは、生活習慣病の予防や体質改善など、その健康効果は多
岐にわたります。
ただ効果は結果として伴うものなので、私たちは常に効能や理屈だけを考えながら歩いているわけで
はありません。 ウオーキングで屋外に出ることで、リラックスし、健康で、人と関わる機会が増えたり、
交友関係が広がったりすることなど、社会的な効果が波及することを期待しています。

興味がある方は、ご一緒に新しい色んな出逢いを探しに出かけませんか。 知らない所、もう一度
行って見たい所、ロマンを秘めて道は限りなく続いています。 モットーは「無理せず 楽しく」です。

＊コロナ感染拡大の状況が続きます。私たちのサークルも慎重に情勢判断しながら活動しています。

代表 岡田 融（10組）

次頁へ



衣川台だより5月号（13）

志賀唐崎の一ツ松 琵琶湖疏水めぐり

びわ湖バレー 野外料理 比良山麓 百閒堤



衣川台だより5月号（14）

自治会館にカラーテレビ新調

衣川台オアシスの「ふれあいサロン」もコロナ禍で苦戦しています。三密を避けるためお家に閉じこもり
ばかりでは身も心も腐心します。月２回のサロンで楽しくおしゃべりしてリフレッシュしましょう。
全国社会福祉協議会から「新型コロナウイルス感染症対応のための環境等の整備助成事業」とし
て多額の助成を受けることとなりました。冬場は窓を開放してストーブで暖をとり、夏場もクーラーや
扇風機で涼風を当てて快適なサロン会場を設定します。ブルーレイディスクレコーダーを使いテレビ番
組の録画からサロン参加者同士に話題を提供して「ふれあいサロン」の賑やかさ活性化を図ります。
衣川台南自治会館を使用する衣川台自治会ほか各傘下団体の皆さんもこれらの什器備品を積
極的に使用されることを期待します。

（今回助成を受けた品々）
対流型石油ストーブ ２台
大型扇風機 ３台
ブルーレイディスクレコーダー １台
カラーテレビ １台
テレビスタンド １台
非接触型電子体温計 １個
アルコール消毒液ほか消耗品 １式
（アルコール消毒液、不織布立体マスク、アルコール除菌消毒液、使い捨てポリエステル手袋等）

衣川台オアシス 代表 田中正彦

助成品の品々
（令和３年４月２２日衣川台南自治会館保管）



衣川台だより5月号（15）

『衣川台はなづくりグループ活動報告と今後の展望』 

はじめまして、2021年度から衣川台通学路の花壇の管理を行なう「衣川台はなづくりグループ」です。 

 衣川台はなづくりグループとして大切にしたいことは 

 ●誰でも見たり触れたり楽しめる花壇づくり 

 ●わざわざ衣川台を出なくても顔を合わせることができる場所づくり 

 です。第 3土曜日の午前中に花壇の管理、その他適宜草抜きなどする予定です。 

 

現在写真のように花が少しづつ顔を 

のぞかせるようになりました。 

2019年に子ども会様と 

当時の 1年から 6年生対象に 

学年ごとに植樹祭を行いましたが、 

その時に植えた 

初美夜桜（はつみよざくら）も 

すくすくと育っています。 

牡丹も順調です。 

たいへん美しい青紫色のジャーマン 

アイリスも咲きました。 

  

今後、この場所で休憩できるような 

環境づくり、草木ぞめができるような 

草木を育てることで、 

「見るだけの花壇」から「触れる、人と人がつながる花壇」になることを夢見て、活動します。 

 

衣川台の皆様、今後とも温かい目で見守ってください。よろしくお願いします。 

（代表 2組  堀内敦司） 



衣川台だより5月号（16）

衣川台謡曲同好会(松韻会)

昨年未経験者二人が入会、岡田さんをリーダーに6人で毎週土曜13時30分から16時に稽古を
しています。
大きな声を出すことは健康にいいとか。興味をお持ちの方は是非見学に南自治会館にいらしてくだ
さい。

代表 原田祐子(７組)

衣川台太鼓倶楽部

コロナ禍のため、活動は現在、お休みをしています。

田村修二（７組）



衣川台だより5月号（17）

『鯉のぼりの設置作業応援(天神川を美
しくする会からの要請)』

4/10、天神川を美しくする会の行事、天神川の鯉のぼり
掲揚に衣川台自治会より2名参加しました。

地域の子どもたちが健やかに育つようにとの願いを込めて、
鯉のぼりを設置しました。
新型コロナで大変な時期ですが、晴れやかな天気のもとで
気持ち良さそうに泳ぐ鯉たちのように、子どもたちにも、のび
のび育ってほしいと感じました。

（記事 西井和歌子）

『衣川天満宮 例大祭』

4月18日、衣川天満宮にて例大祭が行われ、会長として参加しました。
新型コロナウィルス感染予防の観点から前年同様、宵宮イベントや子ども神輿巡行等の行事をと
りやめ、神事のみを斎行とし、規模や内容等を変更されました。

（記事 三村泰弘）

編集後記

今年度、「衣川台だより」担当の６組田中志保です。
第１号発行にむけて、皆様から記事を頂き、ありがとうございました。
ボリュームのある冊子ができあがりました。
コロナ禍だからこそ大切にしたい、人の輪や繋がりを 「衣川台だより」を通して 少しでも感じてもらえたら
嬉しいです。
1年間どうぞよろしくお願いいたします。



衣川台だより5月号（18）


